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平
成
23
年
１
月
10
日
（
月
）、
大

阪
府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い

て
、
消
防
職
員
・
団
員
、
総
勢
457
名
、

車
両
36
台
が
参
加
し
、
八
尾
市
消
防

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
れ
て
は
い
た
も
の
の

寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
消
防
ヘ
リ
の
祝
賀
飛
行

と
救
助
隊
員
に
よ
る
リ
ペ
リ
ン
グ
降

下
に
始
ま
り
、幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
、

音
楽
隊
、
消
防
職
員
・
団
員
に
よ
る

分
列
行
進
の
後
、
自
動
車
部
隊
の
行

進
へ
と
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

整
列
の
後
、
国
旗
掲
揚
、
殉
職
者

に
対
す
る
黙
祷
、
市
長
並
び
に
団
長

よ
り
、
団
員
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
消
防
救
助
隊
に
よ
る

Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
核
・
生
物
・
化
学
）
災
害

対
応
訓
練
が
披
露
さ
れ
、
最
後
は
、

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
、
消
防
職
員
・

団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
消
防
団
員
と
し
て

訓
練
や
地
域
の
防
災
活
動
に
一
段
と

気
を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。

�

龍
華
分
団　

廣
岡　

勝

消
防
出
初
式
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更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

○
永
年
勤
続
功
労
章

　

山
本
分
団	

副
分
団
長	

村
島　

友
忠

【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

○
消
防
功
労
章

　

八
尾
分
団	

分
団
長	

橋
本　
　

修

　

南
高
安
分
団	

分
団
長	

森
山　
　

敏

　

志
紀
分
団	

副
分
団
長	

大
窪　

光
一

【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
勤
続
章

　

西
郡
分
団	
副
分
団
長	

内
山　
　

正

　

八
尾
分
団	
副
分
団
長	

川
合　

清
隆

　

大
正
分
団	

副
分
団
長	
杉
本　

啓
一

　

志
紀
分
団	

副
分
団
長	
上
野　

正
巳

　

そ
の
中
で
私
た
ち
消
防
団
は
、
地

域
防
災
の
中
核
と
し
て
大
き
な
期
待

を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
市
消
防
団
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

消
防
団
活
性
化
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
・
災
害
対
応

力
の
向
上
等
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
火
の
見
櫓
」
も
、
消
防
団

活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
や
り
が
い
と
魅
力
あ
る
消
防
団

を
つ
く
る
た
め
に
平
成
10
年
２
月
に

創
刊
さ
れ
て
以
来
、
今
回
で
第
27
号

の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
本

業
の
か
た
わ
ら
夜
遅
く
ま
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
多
く
の
広
報
部
会
の
皆

様
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
訓
練
に
お
き
ま
し
て
は
、
各

分
団
で
の
定
期
的
な
訓
練
の
ほ
か
、

昨
年
は
猛
暑
の
中
、
厳
し
い
訓
練
に

も
耐
え
て
、
大
阪
府
消
防
大
会
の
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
見
事
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

の
上
な
い
喜
び
と
誇
り
で
あ
り
、
団

員
の
士
気
高
揚
に
大
き
く
寄
与
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
優
勝
を
契
機
と
し
て
団
員
相

互
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
消
防
団

組
織
の
結
束
を
図
り
、
地
域
の
安
全

と
信
頼
の
た
め
一
層
精
進
を
重
ね
て

い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

団
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

「
市
民
の
安
心
・
安
全
」
の
た
め
、

組
織
の
充
実
・
強
化
と
魅
力
あ
る
消

防
団
づ
く
り
に
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
団
員
並

び
に
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
に
対
す
る
功
績
が
多
大
な
消

防
職
・
団
員
に
対
し
て
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
本
市
か
ら
も
消
防
庁
長
官
表

彰
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
団
員
が

栄
え
あ
る
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地
元
消
防

団
員
を
は
じ
め
消
防
関
係
者
の
皆
様

に
は
被
災
さ
れ
な
が
ら
も
消
防
活
動

に
励
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、

深
く
敬
意
と
感
謝
を
い
た
す
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
消
防
団
員
の
皆
様
に

は
、
常
日
頃
、
火
災
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
、
市
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
分

か
た
ず
献
身
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
を
陰
で
支
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ご
家
族
の

皆
様
に
は
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
を
は
じ
め
、
大
規
模

な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て

い
る
中
、
地
域
防
災
力
の
向
上
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 八尾市消防団長

小⻆　道男

○
勤
功
章

　

久
宝
寺
分
団	

分
団
長	

横
山　

典
久

　

南
高
安
分
団	

副
分
団
長	

松
村　

浩
司

　

高
安
分
団	

副
分
団
長	

小
西　

光
往

　

高
安
分
団	

副
分
団
長	

植
野　
　

勇

　

志
紀
分
団	

部
長	

森　
　

秀
樹

　

志
紀
分
団	

部
長	

田
中　
　

健

○
精
勤
章

　

西
郡
分
団	

班
長	

嶋
林　

正
雄

　

大
正
分
団	

部
長	

今
西　

正
信

　

南
高
安
分
団	

班
長	

松
倉　
　

浩

　

南
高
安
分
団	

班
長	

井
上　

道
則

　

南
高
安
分
団	

班
長	

杉
田　
　

晃

　

高
安
分
団	

班
長	

西
野　

秀
一

　

志
紀
分
団	

班
長	

松
本　

昌
幸

　

志
紀
分
団	

班
長	

山
科　

輝
明

　

志
紀
分
団	

班
長	

西
村　

輝
彦

【
平
成
22
年
度
大
阪
府
水
防
表
彰
】

　

団
本
部	

副
団
長	

久
田　

弘
義

　

長
年
に
わ
た
り
水
防
に
尽
力
し
た
功
績
か

ら
久
田
副
団
長
が
「
大
阪
府
水
防
表
彰
」
を

受
賞
さ
れ
、
八
尾
市
役
所
で
授
与
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
消
防
表
彰
受
章
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市
民
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

八
尾
市
消
防
団
広
報
誌『
火
の
見
櫓
』

を
読
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
第
27
号
の
分
団
紹
介
は
、
八

尾
市
消
防
団
10
分
団
の
内
、
西
郡
地
域

を
管
轄
す
る
西
郡
分
団
で
す
。

　

お
伝
え
い
た
し
ま
す
の
は
、
私
、
昨

年
入
団
い
た
し
ま
し
た
坂
根
和
男
で
す
。

　

ま
だ
一
年
生
な
の
で
、
乱
筆
乱
文
を

お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

団
員
構
成
は
、
分
団
長
、
副
分
団
長
、

部
長
、
班
長
及
び
団
員
７
名
の
11
名
で

す
。
皆
と
て
も
、
消
防
好
き
な
熱
い
男

達
で
す
。

　

分
団
の
装
備
品
は
、
火
災
時
に
建
物

を
破
壊
す
る
道
具
で
、
と
び
口
や
バ
ー

ル
等
の
ほ
か
、
地
震
災
害
時
の
救
助
工

具
セ
ッ
ト
、そ
し
て
、主
力
は
何
と
い
っ

て
も
平
成
19
年
度
に
更
新
配
備
さ
れ
た

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
で
す
。

　

積
載
車
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
の
小
型
ポ
ン
プ
と
ホ
ー
ス
カ
ー
を
積

ん
で
い
ま
す
。
と
て
も
新
し
い
積
載
車

な
の
で
、
自
然
と
訓
練
に
も
気
合
い
が

入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
火
災
で
は
、
消
火
の

た
め
道
路
上
に
も
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
ま

す
。
ホ
ー
ス
に
水
が
通
る
と
７
㎝
程
度

の
段
差
が
で
き
、
つ
ま
づ
い
た
り
、
こ

分
団
紹
介
　
西
郡
分
団

ろ
ん
だ
り
危
険
で
す
の
で
迂
回
す
る
な

ど
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

普
段
の
活
動
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日

に
定
例
会
議
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

訓
練
や
歳
末
特
別
警
戒
は
も
と
よ
り
、

福
祉
委
員
会
と
共
に
、
隔
月
の
一
斉
清

掃
に
も
参
加
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
５
月
に
は
木
村
重
成
公
を

お
祭
り
す
る
木
村
重
成
祭
、
７
月
に
は
、

地
域
に
あ
る
保
育
所
の
お
泊
り
保
育
の

警
備
、
８
月
は
納
涼
盆
踊
り
大
会
に
参

加
し
、
10
月
に
は
西
郡
天
神
社
の
交
通

整
理
と
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
２
月
20
日
（
日
）、
恩
智

総
池
に
お
い
て
、
南
高
安
分
団
の
林
野

火
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
イ
カ
ー
の
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
に

よ
り
出
火
し
、
延
焼
拡
大
し
た
と
の
想

定
で
、
森
山
分
団
長 

指
揮
の
も
と
、

車
両
５
台
・
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
３
台
・

40
名
の
団
員
が
参
加
し
て
、
恩
智
総
池

を
囲
み
こ
む
体
勢
で
、
東
側
に
は
可
搬

動
力
ポ
ン
プ
に
よ
り
２
線
２
口
、
西
側

に
は
、
積
載
車
か
ら
、
１
線
２
口
の
放

水
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
の
役
員
さ
ん
か
ら
の

激
励
の
挨
拶
と
、
松
村
方
面
隊
長
の
講

評
で
訓
練
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
各
隊
の
連
携
が
重

要
で
あ
り
、
南
高
安
分
団
が
一
つ
に

な
っ
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

�

南
高
安
分
団　

竹
澤　

寛

　
『
自
分
達
の
地
域
は
、
自
分
達
で
守

る
』
の
精
神
で
、
河
野
分
団
長
の
も
と
、

11
名
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
、

そ
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
て
、
今

後
も
西
郡
分
団
を
活
性
化
さ
せ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

西
郡
分
団　

坂
根　

和
男

林
野
火
災
訓
練
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消
防
団
ポ
ン
プ
取
扱
い
訓
練

歳
末
特
別
警
戒
激
励
巡
視

　

平
成
22
年
12
月
29
日
（
水
）、
30
日

（
木
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
八
尾
市

全
域
で
歳
末
特
別
警
戒
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
山
本
分
団
の
４
分
隊
で
は
28
日

（
火
）
か
ら
３
日
間
、
歳
末
特
別
警
戒

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

初
日
の
28
日
は
、
主
に
消
防
車
に
よ

る
巡
回
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
初
日
と

言
う
こ
と
も
あ
り
、
活
動
範
囲
内
を
く

ま
な
く
時
間
を
掛
け
て
巡
回
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
29
日
に
は
、
市
内
の
全
分

団
屯
所
に
対
し
て
、
消
防
団
長
の
激
励

巡
視
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
こ

の
冬
一
番
の
寒
さ
の
中
、
山
本
分
団
の

各
屯
所
に
は
、
午
後
11
時
頃
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
屯
所
に
到
着
さ
れ
、
団
員
が

整
列
す
る
中
、
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
、
団
員
一
同
、
一
層
気
を
引
き
締

め
、
残
り
の
警
戒
に
当
た
る
決
意
を
固

め
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
30
日
に
は
、
屯
所
の
大
掃

除
や
、
消
防
車
の
洗
車
で
す
。
１
年
間

の
汚
れ
を
落
と
し
な
が
ら
、
今
年
一
年

の
活
動
を
振
り
返
り
、
ま
た
来
年
か
ら

気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
３
日
間
は
、
山
本
分
団

の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
隊
と
の
交
流
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
巡
回
に
行
く
度
に
、

他
の
分
隊
の
屯
所
に
寄
っ
て
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
す
。
山
本
分
団
が
一
致
団

結
し
て
消
防
活
動
が
で
き
る
の
も
、
こ

の
交
流
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
消
防
活
動
は
勿
論
の
事
、
地

域
の
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
全
体
で
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

山
本
分
団　

川
田　

剛

　

平
成
22
年
11
月
14
日
（
日
）、
八
尾

市
消
防
本
部
に
お
い
て
、
消
防
団
ポ
ン

プ
取
扱
い
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
の
前
半
は
屋
内
訓
練
場
で
基
本

動
作
を
理
解
す
る
た
め
、
映
像
を
観
な

が
ら
訓
練
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
屋

外
訓
練
場
に
お
い
て
、
筒
先
・
ホ
ー
ス

の
担
ぎ
方
、
ホ
ー
ス
延
長
等
の
基
本
的

な
動
作
の
確
認
、
消
火
栓
の
蓋
の
開
閉

及
び
水
利
部
署
の
方
法
を
学
び
、
最
後

に
、
各
分
団
５
名
に
よ
る
積
載
車
を
使

用
し
て
の
実
戦
操
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

私
も
実
戦
操
法
の
隊
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
が
、
普
段
と
勝
手
が
違
う
状

況
の
中
、
ミ
ス
も
多
々
あ
り
、
改
め
て

訓
練
の
必
要
性
、
基
本
動
作
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

�

南
高
安
分
団　

坂
本　

裕
規
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と
、
ど
れ
も
災
害
時
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
ば
か
り
で
、
大
正
分
団
も
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
に
参
加
し
て
思
っ

た
こ
と
は
、
災
害
が
起
っ
て
も
最
善
の

対
処
が
で
き
る
よ
う
に
日
頃
よ
り
訓
練

し
、
地
域
と
の
連
携
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
地
元
に
密
着
し
て
い
る
我
々
消
防

団
の
役
割
で
あ
る
と
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

�

大
正
分
団　

中
川　

憲
一

　

平
成
22
年
11
月
29
日
（
月
）、
大
正

北
小
学
校
に
お
い
て
、
大
正
分
団
に
よ

る
小
学
校
４
年
生
を
対
象
と
し
た
聞
き

取
り
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
の
目
的
は
、
小
さ
い
時
か

ら
防
火
防
災
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
学
習
内
容
は
、

○
消
防
職
員
と
消
防
団
員
の
違
い

○�

八
尾
市
の
災
害
件
数
や
過
去
の
事
例

紹
介

○
初
期
消
火
の
重
要
性

○
消
防
車
両
及
び
資
機
材
の
説
明

等
で
す
。

　

例
年
通
り
、
積
載
車
の
説
明
、
水
消

火
器
放
水
体
験
等
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
大
人
気
の
消
防
車
に

よ
る
放
水
体
験
を
、
今
年
は
小
型
ポ
ン

プ
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
緊
張
気
味
の
消
防
団
員

を
前
に
し
、
興
味
津
々
の
子
ど
も
達
で

し
た
が
、
ポ
ン
プ
操
法
が
始
ま
る
と
み

ん
な
大
喜
び
で
、
大
き
な
声
援
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

皆
様
に
火
災
の
恐
ろ
し
さ
、
防
災
に
つ

い
て
考
え
る
場
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
消
防
団
員
は
、

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
重
ね
、
地
域
の
安

全
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
貴
重
な
お
時
間
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、
子
ど
も
達
も
怪
我
す
る
こ
と

な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

大
正
分
団　

小
林　

邦
章

　

平
成
22
年
11
月
14
日
（
日
）、
萱
振

地
区
集
会
所
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
参
加
の
も
と
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
住
民
の
通
報
で
消
防

団
が
出
動
し
、
集
会
所
に
消
防
車
を
入

れ
放
水
な
し
の
ポ
ン
プ
操
法
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
は
消
防
職
員
の
指
導

の
も
と
、
水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期

消
火
や
負
傷
者
の
搬
送
方
法
を
真
剣
に

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
ポ
ン
プ
操
法
で
機
関
員
を
担

当
し
ま
し
た
。
顔
見
知
り
の
方
が
多
く

少
し
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
が
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
消
防
団
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い

く
の
に
必
要
な
訓
練
だ
と
思
い
ま
し
た
。

�

八
尾
分
団　

中
村　

佳
照

太
田
地
区
自
主
防
災
訓
練

八
尾
分
団
消
防
訓
練

　

平
成
22
年
11
月
28
日
（
日
）、
八
尾

市
立
大
正
小
学
校
で
、
地
域
住
民
約
300

人
、
消
防
署
及
び
大
正
分
団
が
参
加
し

て
、
自
主
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

訓
練
は
、
八
つ
の
項
目
に
分
か
れ
て
、

・
一
一
九
番
通
報
の
要
領

・
救
急
講
習

・
ロ
ー
プ
結
索

・
初
期
消
火

・
煙
中
体
験

・
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

・
災
害
情
報
な
ど
の
聞
き
方

・
炊
き
だ
し

大
正
北
小
学
校
聞
き
取
り
学
習



平成 23年 (2011) ３月 八 尾 市 消 防 団 広 報 第27号 （6）

地　 域　 を　 守　 る　 消　 防　 団

健
　
康
　
診
　
断

秋
季
消
防
総
合
訓
練

歳
末
警
戒（
一
人
暮
ら
し
防
火
診
断
）

　

平
成
22
年
11
月
13
日
（
土
）、
消
防

本
部
に
お
い
て
健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
毎
年
行
わ
れ
る
も

の
で
血
液
検
査
や
尿
検
査
等
さ
ま
ざ
ま

な
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
誰
も
が
自
分
の
身

体
に
多
少
の
不
安
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

　

検
査
の
結
果
、
異
常
が
み
ら
れ
た
方

は
少
し
で
も
早
く
病
院
で
診
察
し
て
も

ら
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
自
身
も
健
康
な
身
体
を
維
持
す
る

た
め
に
日
頃
の
生
活
習
慣
を
改
め
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

�

高
安
分
団　

山
脇　

孝
夫

　

平
成
22
年
12
月
４
日
（
土
）、
消
防

署
と
合
同
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

宅
へ
の
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
時
に
単
身
で
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
、
高
齢

者
の
お
宅
を
定
期
的
に
巡
回
し
て
い
る

も
の
で
、
火
の
元
の
安
全
や
消
火
設
備

の
設
置
状
況
な
ど
を
点
検
し
ま
す
。

　

当
日
訪
れ
た
お
宅
は
７
件
で
、
昼
下

が
り
の
訪
問
に
対
し
、
お
元
気
に
応
対

さ
れ
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
不
在
宅
も
多
く
、
ま
た

消
火
器
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
誤
解
さ
れ

た
の
か
、
門
前
払
い
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し
て
、
普

段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

を
覚
え
る
と
同
時
に
、
高
齢
化
に
伴
う

地
域
の
実
情
を
も
っ
と
認
識
し
て
お
か

な
け
れ
ば
、
と
感
じ
た
今
回
の
訪
問
で

し
た
。

�

久
宝
寺
分
団
長　

横
山　

典
久

　

平
成
22
年
11
月
15
日
（
月
）、
午
後

４
時
か
ら
八
尾
市
老
原
㈱
メ
デ
ィ
セ
オ

南
大
阪
Ａ
Ｌ
Ｃ
に
お
い
て
、
消
防
関
係

車
両
９
台
、
自
衛
消
防
隊
（
社
員
）、

消
防
職
員
、
団
員
総
勢
98
名
で
秋
季
消

防
総
合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
場
４
階
部
分
の
改
修
工
事
中
に
出

火
し
、
同
階
及
び
直
下
階
に
延
焼
拡
大

中
で
、
逃
げ
遅
れ
た
多
数
の
要
救
助
者

が
い
る
と
の
想
定
で
、
本
番
さ
な
が
ら

の
緊
迫
し
た
空
気
の
中
、
は
し
ご
車
に

よ
る
救
出
、
救
助
隊
の
４
階
か
ら
ロ
ー

プ
を
使
用
し
た
要
救
助
者
の
救
出
、
負

傷
者
の
救
護
、
消
火
作
業
等
々
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
で
し
た
が

訓
練
が
進
む
に
つ
れ
て
自
分
自
身
ど
の

よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
が
分
か
り
、
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
得
た
こ
と
を
今
後
の

消
防
団
活
動
で
活
か
せ
る
よ
う
心
掛
け
、

努
力
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
、
こ
の
よ
う
な
火
災

が
発
生
し
な
い
た
め
防
災
啓
発
等
を
行

う
こ
と
が
消
防
団
員
の
一
番
の
役
割
と

感
じ
ま
し
た
。

�

志
紀
分
団　

西
村　

俊
彦
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平
成
23
年
１
月
26
日
（
木
）、
八
尾

市
神
立
の
玉
祖
神
社
及
び
周
辺
に
お
い

て
文
化
財
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

玉
祖
神
社
は
、
千
三
百
年
の
歴
史
が

あ
り
八
尾
市
指
定
の
文
化
財
が
数
多
く

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
午
前
９
時
か
ら
神
社
関
係

者
、
消
防
本
部
、
消
防
団
に
よ
り
、
重

要
物
の
搬
出
、
神
社
内
延
焼
想
定
箇
所

へ
の
放
水
訓
練
並
び
に
救
急
隊
に
よ
る

応
急
処
置
訓
練
等
が
本
番
さ
な
が
ら
の

緊
迫
感
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
本
部
よ
り
66
名
、
消

防
車
８
台
並
び
に
高
安
分
団
よ
り
熱
心

な
団
員
達
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
半
、
南
野
署
長
の
講
評
に

よ
り
訓
練
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
消
防
団
に
入
団
す

る
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
る
事
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
般
の
方
々
に
も
広
く
防
火
、
防
災

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
事
を
消

防
団
の
一
員
と
し
て
願
い
ま
す
。

�

高
安
分
団　

阪
井　

俊
樹

　

平
成
22
年
11
月
21
日
（
日
）、
久
宝

寺
小
学
校
に
お
い
て
久
宝
寺
地
区
の
自

主
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
訓
練
日
和
と

な
り
、
地
区
内
の
区
域
ご
と
に
よ
る
避

難
訓
練
を
皮
切
り
に
、
小
学
校
に
続
々

と
参
加
さ
れ
る
こ
と
約
650
名
に
及
び
ま

し
た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
体
育
館
で
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
三
角
巾
の
使
い
方
な
ど
校
庭

で
は
、
応
急
担
架
の
作
り
方
や
ロ
ー
プ

の
結
び
方
、
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
、
参
加
者
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な

ど
が
あ
り
消
防
署
員
に
よ
る
実
演
と
丁

寧
な
指
導
の
も
と
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

私
達
消
防
団
員
も
水
消
火
器
の
補
水

等
を
手
伝
い
、
落
ち
た
的
を
直
し
に
行

く
と
、
体
験
者
に
水
を
か
け
ら
れ
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

充
実
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
市

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
と
し
て
活

躍
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

�

久
宝
寺
分
団　

𠮷
川　

明
憲

　

平
成
22
年
10
月
28
日
（
木
）、
八
尾

市
消
防
団
厚
生
事
業
と
し
て
、
市
長
参

加
の
も
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
148
名
の
団
員
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優　

勝　
　

市
長　
　
　

田
中　

誠
太

準
優
勝　
　

曙
川
分
団　

吉
川　

公
三

第
三
位　
　

山
本
分
団　

石
井　

一
夫

ハ
イ
ゲ
ー
ム

　

215
点　
　

市
長　
　
　

田
中　

誠
太

厚
生
事
業
ボ
ウ
リ
ン
グ

文
化
財
消
防
訓
練

久
宝
寺
地
区
自
主
防
災
訓
練
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地　 域　 を　 守　 る　 消　 防　 団

委
員
長

　
　
西
郡
分
団	

澤
　
田
　
吉
　
行

副
委
員
長

　
　
八
尾
分
団	

中
　
村
　
佳
　
照

　
　
南
高
安
分
団	

川
　
﨑
　
光
　
昭

委    

員

　
　
久
宝
寺
分
団	

松
　
本
　
圭
　
司

　
　
　 

〃	

𠮷
　
川
　
明
　
憲

　
　
西
郡
分
団	

坂
　
根
　
和
　
男

　
　
八
尾
分
団	

今
　
井
　
　
　
隆

　
　
龍
華
分
団	

廣
　
岡
　
　
　
勝

　
　
　 

〃	

兼
　
山
　
泰
　
治

　
　
大
正
分
団	

小
　
林
　
邦
　
章

　
　
　 

〃	

中
　
川
　
憲
　
一

　
　
曙
川
分
団	

杉
　
田
　
昌
　
己

　
　
　 

〃	

野
　
中
　
健
　
司

　
　
南
高
安
分
団	

竹
　
澤
　
　
　
寛

　
　
　 

〃	

坂
　
本
　
裕
　
規

　
　
高
安
分
団	

山
　
脇
　
孝
　
夫

　
　
　 

〃	

阪
　
井
　
俊
　
樹

　
　
山
本
分
団	

川
　
田
　
　
　
剛

　
　
　 

〃	

寺
　
内
　
亮
　
仁

　
　
志
紀
分
団	

西
　
村
　
俊
　
彦

　
　
　 

〃	

山
　
口
　
通
　
伸

◉
広
報
部
員
名
簿
◉

編

集

後

記

　

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
第
27

号
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。
記
事
の
提
出
か

ら
構
成
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

澤 

田  

吉 

行


